
回 答 書 

 
令 和 ５ 年 ５ 月 2 6 日 

 
 

契約件名 令和５年度保育士等キャリアアップ研修等実施委託 
 
 
上記件名にかかる仕様（設計）書の質問について、次のとおり回答します。 
項目（ページ数等） 質 問 内 容 

仕様書 3(1)及び(2) 

研修対象者として、「横浜市内の保育・教育施設に勤務する者」

とありますが、未就学児の該当施設を想定したものでしょうか。 
特に、「リスクマネジメント研修」は、研修内容の項目に乳児、

幼児を対象とするような記載がありませんが、小学校、特別支援

学校なども広く含まれていますでしょうか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

― 

「保育士等キャリアアップ研修」と「保育・教育施設向け職

員等研修（リスクマネジメント研修、乳児保育研修、幼児教育

研修）」の対象者として記載している「横浜市内の保育・教育

施設」とは、市内の保育所、認定こども園、幼稚園、地域型保

育事業、認可外保育施設を想定しています。したがって、小学

校や特別支援学校などは含みません。 

 

項目（ページ数等） 質 問 内 容 

仕様書 6(3)ウ及びオ 

保育士等キャリアアップ研修のテキストについて、「やむを得

ず、受講者がテキストを入手できない場合は郵送すること。」と

ありますが、郵送料は、テキストの実費に含まれないという理解

でよろしいでしょうか（郵送料を徴収することは可能でしょう

か）。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

― 郵送料は受講者から徴収せず、委託料に含むものとしてくだ

さい。 

 
 
 
 
 



項目（ページ数等） 質 問 内 容 

仕様書 4(9) 
仕様書 6(5)キ 

これらの箇所記載の「各講座終了後に行う効果測定」と「各

単元終了後に実施する効果測定テスト」は、同一のものでしょ

うか、異なるものでしょうか。 
また、これらの受験の有無や回答状況は、修了認定に影響す

るものでしょうか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

仕様書 6(5)キ 
 

（別添１）分野別リ

ーダー研修の内容 
参照 

 「各講座終了後に行う効果測定」と「各単元終了後に実施す

る効果測定テスト」は、別物です。 
「（別添１）分野別リーダー研修の内容」の「各分野」の

「内容」に記載されている各単元終了後に効果測定テストを実

施することを想定しています。 
各講座（各分野）終了後には、全体をまとめたレポートやア

ンケートを実施することを想定しています。 
実施にあたっては、委託者へご相談ください。 
 
また、これらの効果測定を受験し、正答していることが修了

認定の要件とすることを想定しています。 

 

項目（ページ数等） 質 問 内 容 

仕様書 7(3) 

研修テキストの配布方法について、保育士等キャリアアップ

研修では仕様書 6（3）のような記載がございますが、保育・教

育施設向け職員等研修では運用の決まりはありますでしょう

か。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

仕様書 6(3)ウ参照 

「保育・教育施設向け職員等研修」に関しても、「保育士等

キャリアアップ研修」と同様、作成したテキストを研修が開始

されるまでに、事前に受講者へ電子データを送付してくださ

い。 
または、ダウンロードする手立てを講じてください。 
なお、やむを得ず、受講者がテキストを入手できない場合

は、郵送にて対応することとし、その際の郵送料は受講者から

徴収せず、委託料に含むものとしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 



項目（ページ数等） 質 問 内 容 

仕様書 4(1) 

保育士等キャリアアップ研修、保育・教育施設向け職員等研

修それぞれについて、委託の事務として講師の選任があります

が、市から候補者をお示しいただきその中から選任する形でし

ょうか、それとも候補者も受託者が挙げ市にご確認いただく形

でしょうか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

仕様書 6(4) 
受託者が候補者を挙げ、事前に委託者へ相談をお願いいたし

ます。委託者としても、適任の候補者を選任できるよう協力い

たします。 

 

項目（ページ数等） 質 問 内 容 

「保育士等キャリア

アップ研修」の研修分

野について 

研修分野に「幼児保育分野」と記載されているが、「幼児教育

分野」の誤りでしょうか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 
仕様書 3(1) 
研修分野 

 
（別添１）分野別リ

ーダー研修の内容 
参照 

ご指摘のとおりです。 
研修の内容については、「（別添１）分野別リーダー研修の内

容」の「幼児教育（主に３歳以上児向けの保育内容）」を参照

してください。 

 

項目（ページ数等） 質 問 内 容 

「保育士等キャリア

アップ研修」の研修分

野について 

（別紙）「保育士等キャリアアップ研修ガイドライン」に「３ 
研修内容等＞（１）研修分野及び対象者＞ウ 保育実践研修」の

記載があるが、仕様書には「保育実践研修」の記載がないため、

保育実践研修は実施しなくてもいいという認識でよろしいでし

ょうか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 
仕様書 3(1) 
研修分野 本委託業務には含んでおりません。 

 
 
 
 
 
 



項目（ページ数等） 質 問 内 容 

受講者について 「保育士等キャリアアップ研修」と「職員等研修」は同じ方が

受講をする想定でしょうか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

― 

「保育士等キャリアアップ研修」と「保育・教育施設向け職

員等研修」は、片方の研修のみの受講も可能なため、両方の受

講を希望する方、片方のみ受講を希望される方、それぞれが想

定されます。 

 

項目（ページ数等） 質 問 内 容 

受講者について 

「職員等研修」の「リスクマネジメント研修」600 名、（イ）

の「乳児保育研修」が 300 名と「幼児教育研修」300 名と記載が

あり、人数的に（イ）は、受講生がどちらを受講するか選択する

運用かと想定しますが、その場合、どちらかが 300 名以上とな

った場合はどうなりますでしょうか。 
または両方受講する生徒は想定しておりますでしょうか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

仕様書 3(2)イ 
募集受講者数 

 
仕様書 7(2)オ 

募集受講者数は、仕様書に記載のとおり、「乳児保育研修 

合計 300 名」、「幼児教育研修 合計 300 名」としています。 
 
申し込み多数の場合の取り扱い、受講者決定方法については

委託者と協議の上、決定してください。 
 
「リスクマネジメント研修」、「乳児保育研修」、「幼児教育研

修」はそれぞれ受講を希望することができるため、いずれかを

受講希望される方、全研修を受講希望する方などが想定されま

す。 

 

項目（ページ数等） 質 問 内 容 

定員について 「保育士等キャリアアップ研修」の定員は最大で 250 名とい

う認識であっていますでしょうか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

仕様書 3(1) 
想定受講者数 

お見込みのとおりです。 
各分野 250 名で、７分野合計 1,750 名です。 

 
 



項目（ページ数等） 質 問 内 容 

定員について 「職員向け研修」の定員は最大で 600 名という認識であって

いますでしょうか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

仕様書 3(1)ア・イ 
募集受講者数 

お見込みのとおりです。 
保育・教育施設向け職員等研修のうち、「リスクマネジメン

ト研修」は、１講座 300 名で、合計 600 名です。 
「乳児保育研修」は、各講座 150 名で、合計 300 名です。 
「幼児教育研修」は、各講座 150 名で、合計 300 名です。 

 

項目（ページ数等） 質 問 内 容 

修了証について 
「保育士等キャリアアップ研修」の修了証は、保育実践研修を

除く、6 分野の専門分野研修とリスクマネジメント研修の計７分

野を終了したものに発行するという認識であっていますか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

仕様書 6(6)イ 

各分野別に、研修を受講していただきます。 
その後、その分野別に効果測定を受験し、正答した場合に、

修了証を発行してください。 
なお、「保育士等キャリアアップ研修」で実施する内容は、

「リスクマネジメント研修」ではなく、「マネジメント研修」

です。 

 

項目（ページ数等） 質 問 内 容 

修了証について 
「職員向け研修」の修了証は、（ア）リスクマネジメント研修

と（イ）「乳児保育研修」と「幼児教育研修」のどちらかを受講

した者に発行する認識であっていますか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

仕様書 7(6)ア 各研修別に、研修を受講し、研修終了後レポート及びアンケ

ートを提出した場合に、それぞれ修了証を発行してください。 

 
 
 
 
 
 
 



項目（ページ数等） 質 問 内 容 

修了証について 
送付先は個人ではなく施設単位となるようだが、どのくらい

の施設数を想定していますでしょうか。（研修によって郵送料の

試算が変わるため） 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

仕様書 3(1) 

「保育士等キャリアアップ研修」は、より多くの施設の方に

ご受講いただくため、お申込みを１分野につき１施設１名まで

とします。そのため、想定される送付先の施設数は、最大で

1,750 施設（各分野 250 名の場合）となります。 
「保育・教育施設向け職員等研修」は、キャリアアップ研修

のように各研修１施設１名までという制限はありませんが、受

講者数は最大で 1,200 名となりますので、想定される送付先の

施設数は、最大で 1,200 施設となります。 

 

項目（ページ数等） 質 問 内 容 

講師について 保育士等キャリアアップ研修の講師は科目ごとに異なる講師

でも大丈夫でしょうか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

仕様書 6(4)イ 
構いません。 
講師の選任にあたっては事前に委託者へ相談し承諾を得てく

ださい。 

 

項目（ページ数等） 質 問 内 容 

講師について 乳児保育研修、幼児教育研修は、講義内容が一緒であれば、担

当講師が変わっても問題ないでしょうか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

仕様書 3(2)イ 
研修内容 

仕様書 6(4)イ 

研修内容を満たしていれば構いません。 
 
講師の選任にあたっては事前に委託者へ相談し承諾を得てく

ださい。 

 
 
 
 
 
 



項目（ページ数等） 質 問 内 容 

講師について 講師の選任においては、最低限条件（例 大学教授または准教

授の経験がある方など）は存在するでしょうか。 

項目（ページ数等） 回 答 内 容 

仕様書 6(4) 
仕様書 7(4) 

講師の選任においては、受託者のこれまでの経験を踏まえ、

略歴、資格、実務経験、学歴等を照らして適切に選任してくだ

さい。 
講師の選任にあたっては事前に委託者へ相談し承諾を得てく

ださい。 

 
 

 


